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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

企業が公表する決算書は、その企業が1年間どのような活動をしたかについて表した成績表のようなものです。この決算書を注意深く読むこ
とで、その企業の健康状態を理解することができます。たとえば、売上高が順調に伸びているからといって、必ずしも効率的な経営をしてい
るとは限りませんし、資金繰り（キャッシュ・フロー）に行き詰まっていることさえあります。企業のさまざまな活動は、最終的には財務諸
表に数字として表れるため、財務諸表（具体的には、貸借対照表（Balance Sheet: B/S）、損益計算書（Profit and Loss Statement: P/L）、
キャッシュ・フロー計算書（Cash Flow Statement: C/S）など）について理解し、そこから必要な情報を読み取ったり、分析したりする能力
は、多くの場面で求められる有用なスキルといえます。この授業では、企業の経営状況を把握するために必要となる財務諸表の基本的な知識
や読み方、財務諸表分析について解説していきます。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method)

予定された各回の内容について、テキストや資料等を使ってポイントを解説していきます。
なお、企業の財務情報を使った簡単な分析を行うため、各自、電卓を持参してください。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 決算書の概要 上場企業等の最も重要な決算書である「有価証券報告書」の内容な
どについて学びます。 □

第2回 財務諸表の利用者とそのニーズ 財務諸表の主な利用者とそのニーズ、財務３表（B/S、P/L、C/S）
の関係などについて理解します。 □

第3回 貸借対諸表（B/S）のしくみ B/Sを構成している資産、負債、純資産について理解を深めます。 □

第4回 貸借対諸表（B/S）を利用した簡単な分
析

B/Sから読み取ることができる情報を考察したり、B/Sを利用して、
いくつか簡単な財務分析を行います。 □

第5回 損益計算書（P/L）のしくみ 段階的に表示される5つの利益について、計算のプロセスや意義に
ついて理解を深めます。 □

第6回 損益計算書（P/L）を利用した簡単な分
析

P/Lから読み取ることができる情報を考察したり、P/Lを利用して、
いくつか簡単な財務分析を行います。 □

第7回 キャッシュ・フロー計算書（C/S）のし
くみ

営業活動・投資活動・財務活動に関する3つのキャッシュ・フロー
について理解を深めます。 □

第8回 キャッシュ・フロー計算書（C/S）を利
用した簡単な分析

C/Sから読み取ることができる情報を考察したり、C/Sを利用して、
いくつか簡単な財務分析を行います。 □

第9回 重要な注記情報 事業の継続性に重要な不確実性がある場合に記載される注記や重要
な偶発事象に係る注記などのリスク情報について理解を深めます。 □

第10回 連結財務諸表とセグメント情報 企業集団の財務状況を示す連結財務諸表と、事業ごとに分割された
財務情報（セグメント情報）の基本的な知識について学びます。 □

第11回 財務諸表分析の基礎知識
基本的な分析方法（比率分析と実数分析）、分析対象（単表分析と
複表分析）、時系列分析、百分比財務諸表などの基本的な知識を学
びます。

□

第12回 安全性分析、収益性分析
企業の安全性や収益性を理解するうえで基本となる具体的な指標
（手元流動性、インタレスト・カバレッジ・レシオ、自己資本利益率
（ROE）など）について学びます。

□

第13回 収益性分析 企業の収益性を理解するうえで基本となる具体的な指標（自己資本
利益率（ROE）の要素分解、資本回転率など）について学びます。 □

第14回 1株当たり分析 1株当たりの情報を使った分析（1株当たり当期純利益（EPS）、株
価収益率（PER）など）について学びます。 □



第15回 1人当たり分析 従業員1人当たりの情報（売上高、営業利益など）について学びま
す。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

準備学習として、シラバスの各回の内容をテキストを読み、分からない用語は調べから授業にのぞむようにしてください（2時間程度）。 授
業後には、テキスト・板書ノート等をよく読んだり、もう一度、自分で計算してみて理解を深めておいてください（2時間程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

提出課題は、原則として、課題の内容、理解不足や誤謬の重要度等を勘案したうえで、次の回に講評を行うこととします。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

思考力・判断力・表現力 ◆ 2021地域ビジネスDP2 財務諸表の基本的な構造を理解し、財務諸表分析を通じて企業の経営状況を把握す
ることができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

60% 40%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

各回の授業内容の理解の程度を確認するために、関連した主題についての問題演習に取り組んだり、考察・要約などを書いて提出していた
だきます。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 大阪商工会議所編『ビジネス会計検定試験　公式テキスト3級』中央経済社（最新版）

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 西山茂著『「専門家」以外の人のための決算書＆ファイナンスの教科書』東洋経済
新報社

2

3

4

5


